




P 6

P 8

事故の防止サービス

ぼうさい授業

名称

代表者

所在地

設立日

資本金

事業概要

従業員数

東京海上ホールディングス株式会社

取締役社長　永野 毅

東京都千代田区丸の内1-2-1 
東京海上日動ビル新館

2002年4月2日

1,500億円

国内損害保険事業、国内生命保険事業、
海外保険事業、金融・一般事業

33,786名（国内損保20,119名、
国内生保2,267名、海外保険9,739名、
金融・一般1,661名）

会 社 概 要

（2015年3月31日現在）

P 1 0

P 1 2

マングローブ植林

国内環境保護活動

P 1 4

P 1 6

認知症サポーター養成講座

グループ各社の
地域・社会貢献活動

約18兆円

主要な社会課題

東京海上グループでは……

1980 年代以降、自然災害は増加傾向
にあり、人命や経済に大きな影響を与
えています。特に日本では、地震・津
波への対策が急務となっています。
一方、私たちの日常生活にも病気やケ
ガ、事故、賠償責任など、さまざまな
リスクがあります。

保険ビジネスで長年培ってきたリスクに関す
る知識や経験をいかし、商品・サービスを通
じた価値提供や産学連携による自然災害リス
ク研究を行っているほか、ぼうさい授業や震
災復興支援などに取り組んでいます。

最大4.8 ℃上昇

主要な社会課題

東京海上グループでは……

地球の平均気温が世界で・・・ 日本で・・・

地球温暖化が引き起こす気候変動は、洪水や
干ばつ、巨大化した台風やハリケーンなどに
よる災害をもたらし、私たちの生活のリスク
を高める可能性が指摘されています。また、
生物多様性の損失は急激なスピードで進んで
いるといわれています。

マングローブ植林や国内外での環境保護活動
を行う「Green Gift」プロジェクトのほか、事業
活動における環境負荷削減、カーボン・ニュー
トラルなど、積極的に取り組んでいます。

17.6％ 39.9％

主要な社会課題

東京海上グループでは……

2060年の高齢者（65歳以上）の割合 ※3

少子・高齢化への対応は先進国だけの課題で
はありません。また、貧困や性別などを理由
に十分な教育を受けられないという現実が、
途上国を中心にあります。多様な価値観や個
性を持つ人がその人らしく生き、活躍できる
社会づくりが望まれます。

社員が認知症サポーター養成講座を積極的に
受講しているほか、「Room to Read」途上国
教育支援プログラムへの参加、公益財団法人
スペシャルオリンピックス日本への支援など
に継続的に取り組んでいます。

1.2.3. 地球を守る
安心・安全を
お届けする人を支える

社会や地球環境の状況は刻々と変わり、
日々新しい課題が発生しています。
さまざまな社会課題に対し
私たちができること―
東京海上グループは、
３つのＣＳＲ主要テーマに
重点を置き、継続的に
取り組んでいきます。
誰もが安心・安全に
暮らせる未来を築くために。
社員一人ひとりが主体的に行動し、
よりよい価値を提供していきます。

※ 1 EM-DAT International Disaster Database（平均年間損害額は 1 ドル 120 円で換算）※ 2 IPCC 第 5 次評価報告書（2013 年 9 月）　※ 3 平成 26 年版高齢社会白書（全体版）

※本文中の所属・役職・肩書きなどは取材当時のものです

ともに未来へ
東京海上グループは
3つのCSR主要テーマに
取り組みます

2005〜2014年の、自然災害による
平均年間損害額 （世界全体）※1

2081〜2100年の気温変化予測
（高位参照シナリオ） ※2
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東
京
海
上
日
動
で
は
損
害
保
険
の
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
日
々
さ
ま

ざ
ま
な
事
故
に
接
し
、
そ
の
状
況
や
原
因
を
確
認
・
分
析
し
て
い
ま

す
。
小
売
店
（
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
）
や

外
食
店
を
中
心
に
ご
提
案
し
て
い
る
、
店
舗
や
施
設
に
お
け
る
「
事
故

の
防
止
サ
ー
ビ
ス
（
ロ
ス
プ
リ
サ
ー
ビ
ス
）」 

は
、こ
れ
ま
で
１
５
０
社
、

８
０
０
店
舗
以
上
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
現
地
の
営
業
担
当
者
、
損
害
担
当
者
、
本
店

損
害
サ
ー
ビ
ス
部
の
ロ
ス
プ
リ
専
門
チ
ー
ム
、
本
社
部
門
（
損
害
サ
ー

ビ
ス
業
務
部
）
が
部
門
を
超
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
い
か
し
て
連

携
し
、お
客
様
に
全
力
で
安
心
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
の
コ
ー

プ
さ
っ
ぽ
ろ
様
の
事
例
で
は
、
実
際
に
店
舗
に
伺
い
、
設
備
や
従
業
員

の
皆
様
の
作
業
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、具
体
的
な
事
故
の
防
止
策
（
事

前
の
安
心
）
と
、
そ
れ
で
も
万
が
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
初
期
対

応
（
事
後
の
安
心
）
を
ご
提
案
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
「
事
前
と

事
後
の
２
つ
の
安
心
」
の
実
現
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

お
客
様
や
地
域
社
会
の「
い
ざ
」と
い
う
時
に
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
、

そ
し
て
安
心
を
ご
提
供
す
る
た
め
に
、
保
険
会
社
な
ら
で
は
の
高
い
専

門
性
に
よ
る
分
析
や
、
事
故
防
止
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

安心・安全を
お届けする

1.

保
険
会
社
な
ら
で
は
の

事
故
防
止
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
し
た

「
安
心
で
き
る
お
店
づ
く
り
」

事
故
の
防
止
サ
ー
ビ
ス

「事故の防止サービス」
取り組みの流れ

（コープさっぽろ様の場合）

東京海上
日動の
協働体制

1 .

3 .

4 .

5 .

2 .

事故分析

報告書作成

店長会議での報告

アンケート結果分析

現場調査

過 去に起きた事 故の 情 報をご提 供いただき、傾 向を確 認

1・2をもとに、東 京海 上日動の 持つ
知 見を織り交ぜて、報 告 書を作成

10 9 店の店長が集まる会 議 の場で、
事 故を未 然に防ぐために注 意したいポイントと、
もし事 故が 起きてしまった場 合の対応 策についてご説 明

店長 会 議で集めたアンケート結 果から、
興 味を持たれた事 故 危 険 箇 所などについて分析

実 際に6 店 舗にお 伺いして、店 舗 内 外 の設 備や
従 業員の 皆 様の動きを拝見し、
事 故につながりそうなリスクの 有無を調 査

協働

支援 支援

損害
サービス
業務部

本店損害
ロスプリ
チーム

現地で協働
営業

担当者
損害

担当者

事故の防止サービスに対する私たちの思い

S T A F F  C O M M E N T
a b o u t  L O S S  P R E V E N T I O N  S E R V I C E

本 店 損 害ロスプリチームと、
損 害サービス業 務 部の
支 援メンバー（後 列 左が 高 橋 ）高橋 佑介 Y U S U K E  T A K A H A S H I

東 京海 上日動 調 査サービス
企 画 業 務 部 物 流ロスプリグループ 技 術 主任

　私たち本店損害ロスプリチームは事故防止を専門的に
扱っており、お客様ごとに事故傾向を整理して、それぞれ
に合った防止策を検討して報告書にまとめ、現地の営業担
当者・損害担当者を支援するという立場にあります。
　これからも事故防止の活動を通じて、お客様や店舗を利
用される方々に安全・安心をお届けしていきます。

則武 亨 T O R U  N O R I T A K E

東 京海 上日動 火 災 保 険
北 海 道 損 害サービス部 火 災新 種 損 害サービス課 担当課 長

　コープさっぽろ様のケースでは、北海道で起きやすい事
故の事例などを提供し、ご提案に反映できました。また、
事故が起きた場合の初動対応の説明には、各店長からたく
さんの反響をいただきました。普段の業務は事故が起こっ
てからの対応が中心で、数多くの事故データに接している
ものの、事故現場を細かく拝見したり、再発防止策の提案
に踏み込むことは少ないというのが現実です。今回実際に
店舗に伺ったことで、さまざまなリスクを実感を持って理
解でき、普段から事故防止の観点でお客様にお話しできる
ようになりました。
　ひとたびお客様のもとで事故が起きれば、事故そのもの
の補償はもちろん、お客様の本業にもさまざまな影響が及
びます。事故を未然に防ぐために行動するというのも、私
たち保険会社の役割の一つだと強く感じています。

山川 謙一 K E N I C H I  Y A M A K A W A

東 京海 上日動 火 災 保 険
札 幌 支店 営 業 第 二課 課 長 代 理

　コープさっぽろ様は、お客様であると同時に販売代理店
でもあるという立場です。事故の防止サービスは、組合員
さんの安心・安全に重きを置かれる生協の理念にも適して
いると考え、ご提案をさせていただきました。
　実際に店舗を拝見すると、全体的な安全意識は高い印象
でしたが、それでも危険箇所は発見できました。改善点の
提案にあたっては、本店損害ロスプリチームや損害サービ
ス部の人間工学的な観点での指摘をいかしつつ、極力費用
をかけずにできる対策をお伝えできたことで喜んでいただ
けました。
　コープさっぽろ様では宅配事業用に約 800 台のトラッ
クを利用されているため、2015 年は自動車に関わるリス
ク分析も行うなど、さらなる安心・安全に向けてともに取
り組んでいきたいと思います。

　コープさっぽろは店舗事業からスタートした生協で、全
道 150 万人の組合員さんがいらっしゃいます。これまで
も店舗の安全対策を行ってきましたが、さらにお客様に安
心してご利用いただくために、どうすればよいか考えてい
たところでした。
　今回、外部の目で事故リスクを確認していただき、雪が
多い北海道でもマットの敷き方を工夫することで床濡れに
よる転倒を防げること、駐車場の車止めの配置や掲示物な
ども少しの工夫で改善できることなど、小さな気づきで防
げる事故もあるのだと理解できました。
　これからは診断結果をもとに継続的な確認を行い、各店
舗の事故データを把握して改善に努め、地域の皆様が安心
してお買い物できる店づくりに役立てたいと思います。

河崎 真一さん S H I N I C H I  K A W A S A K I

生 活 協同 組合コープさっぽろ
保 険 事 業部 部 長／コープ協同 保 険 
専 務 取 締 役 ／サービス事 業部 部 長
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安心・安全を
お届けする

1.

　今、神戸市民の約４割が阪神・淡路大震災を
経験していないといわれています。子どもはも
ちろん、若い先生方にも震災の記憶がほとんど
ないという状況で、県や市は経験と教訓の継承
を大きな課題と捉えています。そこで「ぼうさ
い授業」が果たせる役割があると考え、神戸市
に提案させていただきました。
　学校でも避難訓練などを繰り返し行います
が、保険会社である私たちならではの伝え方も
あると思います。特に、津波の広がり方が分か
る実験映像や実際の防災グッズなどは見る機会
が少ないようで、興味が集まっていました。
　子どもたちには、授業の内容について必ず家
族の人と話をしてほしい、と伝えています。そ
うすることで少しでも記憶に留まり、これから
の防災に役立てばと思っています。

震災で大きな損害を受けながらも復興した神戸
から、東日本大震災の被災地を支援するため、お
客様とともに行動したい。その思いを形にしたの
が東京海上日動神戸中央支店の「お客様に安心
を、東北に万羽鶴を届けよう運動」です。2015
年 1 月 17 日までに代理店がお客様にお会いした
際、趣旨に賛同いただいた方、お一人につき一
つ鶴を折っていただきました。4 月、代表の代理
店が宮城県亘理町の「わたりグリーンベルトプロ
ジェクト※ 2」を訪問し、万羽鶴と、同時に募った
社員有志による寄付金約14万円を寄贈しました。

自治体の課題に
保険会社の知見をいかす

あんしんおとどけ運動

神戸から東北へ、
万羽鶴に思いを込めて

東 京海 上日動 火 災 保 険
関 西 公 務 金融 部 大 阪 公 務 課 担当課 長

竪 淳二 j u nj i  tat e

震災の記憶を忘れず、
継承していきたい

神戸市の平成26年度総合防災訓練の一つ。
「事前登録」、「事前学習」、「訓練開始」、「振り返り」の
4つの段階を踏まえた訓練の総称で、参加の意思さえあれば、
どこでも誰でも気軽に参加できます。
東京海上日動ではこの取り組みに賛同し、
小学校における事前学習の一環として
ぼうさい授業を実施しました。

※１ 「シェイクアウト訓練」

持
ち
運
び
用
の
ト
イ
レ
な
ど
は
意
外
で
、

と
て
も
必
要
な
も
の
だ
と
お
ど
ろ
き
ま
し
た

も
し
も
の
時
の
た
め
に

非
常
食
な
ど
の
準
備
を

し
て
お
こ
う
と
思
っ
た

も
し
自
分
が
こ
う
い
う
た
ち
ば
に

な
っ
た
時
の
こ
と
な
ど
を

思
い
な
が
ら
き
い
た

津
波
の
速
さ
が

わ
か
っ
た

ず
っ
と
、

お
ぼ
え
て
お
き
ま
す

ぼうさい授業に対する私たちの思い

S T A F F  C O M M E N T
a b o u t  D I S A S T E R  P R E V E N T I O N  L E S S O N S

c o l u m n

ひ
な
ん
よ
う
の

ど
う
ぐ
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
ん
だ
な

※ 2 わたりグリーンベルトプロジェクト　震災で壊滅状態となった宮城県亘理町の海岸林再生と新たな街づくりを目指すプロジェクト

　
「
防
災
の
知
識
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、
次
の
災
害
に
備
え
る
た
め

の
手
助
け
を
し
た
い
」
と
、
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
が
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
２
０
１
２
年
に
始
め
た
「
ぼ
う
さ
い
授
業
」。
そ

の
思
い
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
経
っ
た
神
戸
市
へ
と
つ
な

が
り
、
防
災
意
識
向
上
を
図
る
た
め
の
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
※
１

」

の
一
環
と
し
て
、
市
内
11
の
小
学
校
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
１
月
、
西
区
に
あ
る
太
山
寺
小
学
校
の
５
・
６
年
生
に

向
け
た
授
業
で
は
「
地
震
は
ど
う
し
て
怖
い
の
か
」「
地
震
や
津
波
は

ど
の
よ
う
に
起
こ
る
の
か
」「
も
し
地
震
が
起
き
た
ら
ど
う
す
る
か
」

の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
、
東
京
海
上
日
動
の
社
員
が
講
師
と
な
り
、
映

像
や
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。
地
震
へ
の
備
え
と
し

て
、
非
常
持
ち
出
し
袋
に
入
れ
る
グ
ッ
ズ
も
手
に
取
り
な
が
ら
確
認

し
、
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
の
様
子
で
し
た
。
２
０
１
５
年
３
月
に

仙
台
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会
議
で
は
「
仙
台
防
災
枠

組
２
０
１
５
ー
２
０
３
０
」
が
採
択
さ
れ
、
企
業
と
し
て
も
防
災
啓
発

活
動
な
ど
で
社
会
の
防
災
力
強
化
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
5
年
3
月
末
ま
で
に
、
全
国
の
延
べ
約

１
６
０
の
小
学
校
な
ど
で
、約
１
２
，６
０
０
名
の
子
ど
も
た
ち
に
行
っ

て
き
た
、
ぼ
う
さ
い
授
業
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
次
の
災
害
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
防
災
啓

発
・
教
育
活
動
を
通
し
て
安
心
・
安
全
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
、

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
と
思
い

ぼ
う
さ
い
授
業

89



地球を守る

2.

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林

よみがえった豊かな森が
人々の暮らしを支える基盤に

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
は
、

１
０
０
年
続
け
る

「
地
球
の
未
来
に

か
け
る
保
険
」

〈 2 015 年 3月末 現 在 〉

〈 2 014 年度 〉

これまでの植林面積

9カ国　8,994 ヘクタール

マングローブの森の年間C O 2 吸収・固定量

110,000トン

マングローブ
植林の効果

命 のゆりかご
（ 生物多様 性

の 保 全）

お客 様・
社 会との

協働

地 球
温 暖 化
防止

環 境 啓発・
人材 育成

みどりの
防 波 堤

（地 域・社 会
の安 全）

地 域 経 済・
社 会への

貢 献

　タイでは 1999 年より、オイスカとともにラノーン県の天然資源環境
省海洋沿岸資源局の協力を得て植林活動を行ってきました。
　2013 年度までの 15 年間で 1,116 ヘクタールのマングローブ林を再
生。この活動によって同地域のマングローブ林の 85％で生態系がよみ
がえり、動植物の多様性が見られる豊かな森になっていると報告されて
います。
　植林活動によって村人の雇用が生まれただけでなく、森にエビやカ
ニ、貝、魚が増えたことで家計が支えられ、漁師の収入も増えるなど、
生活の安定にも貢献しています。
　植林地近くの学校では、マングローブ保全の大切さについて学ぶとと
もに、1 年に 1 回、子どもたちが植林活動も行っています。

現 地の村のマングローブ
再生グループリーダー

バンバオさん

2000年の植林地 2007年の植林地

2011年の植林地 マングローブ林によって
漁獲も豊かになりました

マングローブの生育状 況 （ 2 0 14 年撮影）

マングローブの大 切さを
現 地の学 校でも学んでいます

植林開始当初の、一面の泥干潟

成長したヒルギダマシの若葉を家畜の飼料に

ヒルギダマシの種も
たくさんとれるように

成長し始めた
マングローブとフラミンゴ

住民のいのちを守り、
家畜の成長を助けるために

　インドでは 2009 年から、国際マングローブ生態系協会と現地 NGO
「Daheda Sangh」が協働し、インドマングローブ協会の協力を得ながら
活動を行っています。
　グジャラート州サバルマティ川の河口は潮の流れが速く、以前は植物
の生えない泥干潟が広がっていました。ここにマングローブの一種、ヒ
ルギダマシを植えています。ヒルギダマシは、雨の降らない高塩分濃度
の劣悪な環境でも成長できます。そんな環境では高木にはなりません
が、海岸侵食を緩和する効果が期待できます。
　また、この地域では乾季になると家畜の飼料が不足していましたが、
成長したヒルギダマシの若葉を乳牛などに与えることができるように
なりました。加えて、植えた木から種がとれるようになり、それを次の
植林にいかしたり、販売することができるようにもなっています。

T h a i l a n d  //  タイ王国

I n d i a  //  インド共和 国

小
さ
い
苗
木
を

日
本
の
方
々
と
一
緒
に
植
え
て
、

大
き
な
森
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
私
の
誇
り
で
あ
り
、

村
の
宝
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

「マングローブを植えて、
干ばつの 被 害を
食い止めよう」

　
「
環
境
を
守
り
、
長
く
続
け
ら
れ
る
活
動
を
し
た
い
」

　

そ
ん
な
社
員
の
声
を
き
っ
か
け
に
１
９
９
９
年
よ
り
開
始
し
た
の

が
、
東
京
海
上
日
動
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
で
す
。
２
０
０
７
年
に
は

「
こ
の
取
り
組
み
を
１
０
０
年
間
続
け
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
宣
言
。

植
林
活
動
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
行
動
計
画
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｇ
）、

公
益
財
団
法
人
オ
イ
ス
カ
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
国
際
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
生
態
系
協
会
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
）
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
、
植
林
を
行
う
地

域
の
政
府
や
現
地
の
方
た
ち
と
も
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
森
に
は
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
・
固
定
を
通
じ
た
地
球
温
暖

化
防
止
効
果
の
ほ
か
、
生
き
も
の
た
ち
の
「
命
の
ゆ
り
か
ご
」
と
な
っ

て
、
生
物
多
様
性
の
保
全
や
豊
か
な
漁
業
資
源
が
地
域
の
人
々
の
暮
ら

し
を
支
え
る
な
ど
多
様
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
２
０
０
４
年
イ
ン

ド
洋
大
津
波
や
２
０
１
３
年
台
風
ハ
イ
エ
ン
の
際
に
は
「
み
ど
り
の
防

波
堤
」
と
な
り
人
々
の
生
活
を
守
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
秋

に
は
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
が
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
防
災
効
果
に

言
及
し
た
報
告
書
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
次
の
世
代
に
豊
か
な
環
境
を

引
き
継
ぐ
た
め
に
、
私
た
ち
の
地
球
を
守
る
取
り
組
み
は
続
き
ま
す
。

インド
3 5 0

バングラデシュ
8 0

インドネシア 
2 , 6 2 4

フィリピン
8 0 5　

フィジー
74

ミャンマー
2 , 0 3 9

ベトナム
1, 6 4 8

タイ
1,12 1 マレーシア

2 5 1

マングローブ
植林活動の広がり

（植林実績：単位ヘクタール）
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地球を守る

2.

国
内
環
境
保
護
活
動

地
域
の
豊
か
な
自
然
が
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
の

場
と
な
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

東
京
海
上
日
動
で
は
、
２
０
０
９
年
か
ら
「
お
客
様
と
と
も
に
環
境

保
護
活
動
を
行
う
こ
と
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
「G

reen G
ift

」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
※

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
10
月
か
ら
は
海
外
で
の
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
植
林
活
動
に
加
え
て
、
国
内
の
環
境
保
護
活
動
に
も
範
囲
を

広
げ
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、
日
本
各
地
に
お
い
て
環
境
保
護
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本
各
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
へ
の
寄
付
を
通
じ
て
、

市
民
参
加
型
の
環
境
保
護
活
動
を
支
援
す
る
こ
の
取
り
組
み
は
、
環
境

省
か
ら
の
後
援
も
い
た
だ
き
、
２
０
１
５
年
３
月
末
ま
で
に
22
の
地
域

で
68
の
活
動
を
開
催
し
、
延
べ
約
３
，
９
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

2
年
目
と
な
る
２
０
１
４
年
10
月
か
ら
の
１
年
間
は
、
全
国
の
16
団

体
と
と
も
に
環
境
保
護
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一

つ
、
奈
良
・
人
と
自
然
の
会
で
は
、「
な
ら
や
ま
景
観
整
備
事
業
」
と

し
て
約
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
県
有
地
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
東
京
海
上
日

動
奈
良
支
店
と
、同
会
、奈
良
県
と
の
三
者
で
２
０
１
４
年
３
月
に
「
環

境
教
育
及
び
環
境
保
全
活
動
の
促
進
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
、
原

風
景
あ
ふ
れ
る
自
然
環
境
の
保
護
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
海
上
日
動
は
今
後
も
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
地
域
の

皆
様
と
と
も
に
、
森
・
川
・
海
な
ど
の
自
然
が
豊
か
で
持
続
可
能
な
地

域
の
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

当日は息子・娘とともに参加しましたが、すべての作業が初めての経験で、二人
とも、どの作業も目を輝かせていきいきと楽しんでいました。これまでは、東京
海上日動の代理店として海外のマングローブの植林活動をお客様にご案内してき
たのですが、これからは「日本でも、地元の奈良でも、地域に密着した役立つ活
動をしている」ということを自信を持ってお話ししていきたいと思います。

有 限 会 社 保 険プラン社

肥後 要さん

特定非営利
活動法人 
ねおす

特定非営利活動法人 
EC Oリパブリック白神

チャウス自然体験学校

森・川・海ひだみの
流域連携協議会

ゆめさきの森公園
運営協議会

特定非営利活動法人 
自然環境ネットワーク
SA R EN

特定非営利活動法人 
ねっとわーく福島潟

特定非営利活動法人 
森の遊学舎

公益財団法人 
埼玉県生態系保護協会

特定非営利活動法人 
海辺つくり研究会

特定非営利活動法人 
はまなこ里海の会

特定非営利活動法人 
シニア自然大学校

特定非営利活動法人 
アーキペラゴ

奈良・人と自然の会

特定非営利活動法人 
大淀川流域ネットワーク

「Green Gift」の助成により、テント
やヘルメットなどの道具を揃えるこ
とができ、日常的な里山保全活動に
弾みがついて、多数のプログラム参
加者を受け入れる体制も整備できま
した。私たちの活動エリアは、奈良
県の歴史的風土特別保存地区（平城
宮跡・山陵地区）にあります。「街
の中に残る里地・里山」の特性をい
かした整備と活用を通じて、一般の
方々にも楽しんでいただける機会を
提供し続けていきます。

奈 良・人と自然 の 会 会 長

藤田秀憲さん

「Green Gift」プロジェクトで、私たちは東京海上日動と
各 NPO などを結ぶ役割を担っています。各地域の環境
NPO の活動について知ってもらい、参加する人を増や
すために、このプロジェクトは大変有意義なものです。
東京海上日動からは社員や代理店の方がプログラムの企
画や広報などに主体的に協力いただいているのが印象深
いですね。

認定特 定 非 営 利 活 動 法 人 日本 N P Oセンター

丸山佑介さん

開会式では、東京海上日動 
奈良支店 業務グループ グループリーダーの
副田伸也が、「Green Gift」プロジェクトの

概要をご説明しました。

２０１５年２月に開催されたプログラムには、
子どもたちとその保護者、約 80 名が参加。
クヌギの植樹やしいたけの菌の植え込み、
竹を使ったバウムクーヘン作りなどを楽しみました。

※「Green Gift」プロジェクト
お客様に「ご契約のしおり（約款）」などを紙の
冊子ではなく、ホームページ上で閲覧いただく

「Web 約款」などをご選択いただくことにより、
紙資源の使用量を削減。これによる紙資源使用量
削減額の一部の寄付を通じて、マングローブ植林
をはじめとした国内外の環境保護活動をサポート
しています。

参加者の輪の中に加わって作業を手伝う、
東京海上日動 奈良支店 奈良支社 
支社長代理（当時）の玉川祐之。

「Green Gift」プロジェクトの支援する
イベントには毎回参加しています。

東京海上日動とともに
環境保護活動に取り組む、全国の16 団 体

（ 2 0 14 年10月〜2 0 15 年9月）

日本各地で環境保護に取り組む 16 団体
を、寄付や活動への参加を通じて支援し
ます。各 NPO などが主催する市民参加
型の環境保護活動の開催情報・実施レ
ポートは、東京海上日動公式サイト内の

「Green Gift」でもご紹介しています。

h t t p : / / w w w . t o k i o m a r i n e - n i c h i d o . c o . j p
/ w o r l d / g r e e n g i f t /

日本全国に広がる
「G r e e n  G i f t 」プロジェクトの環

「G r e e n  G i f t 」プロジェクトに
対する私たちの思い

S T A F F  C O M M E N T
a b o u t  G R E E N  G I F T  P R O J E C T

特定非営利活動法人 
元気・勇気・活気の会（三気の会）

N P O

N P O

参加者

参加者

社員

代理店

社員

yu s u ke  maruyama

h i de nor i  fuj i ta

kanam e h igo
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※キャラバン・メイト　認知症サポーター養成講座の講師を行うことができる資格

認知症サポーター養成講座 （東京海上日動）
2 0 15年1月2 1日 本店にて開催

　

厚
生
労
働
省
の
推
計
に
よ
る
と
、
認
知
症
の
高
齢
者
は
２
０
２
５
年

に
７
０
０
万
人
前
後
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

認
知
症
の
人
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
国
内
外
で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
厚
生
労
働
省
が
推
進
し
て
い

る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
事
業
で
す
。
認
知
症
の
正
し

い
知
識
や
対
応
法
を
学
ぶ
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
全
国
で
養
成
し
、
認

知
症
の
人
や
家
族
を
支
援
す
る
取
り
組
み
で
、
２
０
１
５
年
３
月
ま
で

に
約
６
１
０
万
人
が
養
成
講
座
を
受
講
し
ま
し
た
。
東
京
海
上
グ
ル
ー

プ
で
は
、
経
営
理
念
の
一
つ
で
も
あ
る
「
安
心
と
安
全
を
ひ
ろ
げ
る
」

こ
と
の
一
環
と
し
て
、２
０
１
０
年
度
か
ら
継
続
し
て「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
。
現
在
は
グ
ル
ー
プ
で
２
，9
０
０
名
を
超

え
る
社
員
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
へ
の
対

応
に
備
え
る
た
め
の
知
識
に
加
え
て
、
近
年
は
「
自
分
の
家
族
・
親
類

が
認
知
症
を
発
症
し
た
」
な
ど
身
近
な
も
の
と
し
て
認
知
症
を
捉
え
て

い
る
社
員
も
増
え
、
参
加
意
欲
も
よ
り
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
道

で
迷
っ
て
い
た
高
齢
者
の
方
に
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
」「
職
場

で
介
護
に
つ
い
て
話
し
合
う
仲
間
が
で
き
た
」
な
ど
、
一
歩
踏
み
出
し

て
行
動
し
た
参
加
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
、
人
を
支
え
る
取

り
組
み
と
し
て
の
広
が
り
も
実
感
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

仕
事
の
場
で
、
そ
し
て
社
会
の
一
員
と
し
て
認
知
症
を
理
解
し
、
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
し
、
人
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
、
継
続
的
に

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
環
を
全
国
に
広
げ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

人を支える

3.

認
知
症
に
寄
り
添
え
る
社
員
を

増
や
し
て
い
く
た
め
に

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

講義だけでなく、
損害保険代理店の窓口や地域・
家庭で認知症の人と接する
ロールプレイングの時間も設けて、
実践によって理解を深めます。 

認知症サポーター養成講座は、
全国キャラバン・メイト
連絡協議会が発行する
テキスト・DVD をもとに進められます。
受講後には、支援者である目印として

「オレンジリング」が配られます。

● ロールプレイで対応の難しさを実感しました
● 十分に知識を持って冷静に対応できるようになりたいと思います
● もう少しこの分野を勉強しておこうと痛感しました

キャラバン・メイト※の資格を持つ
社員が講師役を務めます。
認知症の原因や症状、
認知症の人と接する時の心構えのほか、
認知症の人を介護している人の気持ちに
寄り添うことの大切さも伝えます。 

参加した社員の声

　最近では保険のお客様がご高齢の方という
ケースも増え、認知症への理解は不可欠なもの
となっています。当社では 2012 年から東京海
上グループのキャラバン・メイト育成研修に参
加し、講師となった社員が中心となって認知
症サポーター養成講座を社内で開催してきま
した。2014 年度までに経営層を含め、延べ約
500 名の社員が受講しています。
　認知症サポーターは、正しい知識（認知症が
病気で、本人や家族のケアが大事なことなど）
を学ぶとともに、相手の立場に立って考える視
点が求められます。当社でも例えば業務におい
て、パンフレットの分かりやすさを改めて見直
すなどの変化が起きています。
　より多くの人が気づきと知識を得られるよう、
今後も講座の内容・運営を工夫していきます。

認知症への理解は
仕事にとっても重要 日新 火 災 海 上保 険

経 営 企 画 部 企 画グループ 課 長 代 理

内山 央 sanaka  uch iyama

「気づける人」になる
きっかけに

　何か地域・社会貢献に取り組みたいと考えて
いた時、認知症サポーター養成講座を受講し

「これだ！」と感じて、キャラバン・メイトに
なりました。業務で教育研修を担当しています
ので、教えることを通じて社会のお役に立つの
は、私の役割だという実感があります。
　講座では規定のカリキュラムに沿ってお話し
しますが、実例やロールプレイ、簡易的な認知
症検査を交えると参加者の目つきが変わり、共
感してくれていることを感じます。また、日頃
から介護施設を見学させてもらったり、知人に
話を聞いたり、新聞記事を集めたりして、より
具体的な話題提供を心掛けています。認知症は
私たちにとって身近な問題ですが、当事者にな
らなければ分からないことがたくさんあります。
　今後も、より分かりやすく一人ひとりに響く
ような講座を目指して、私自身も成長し続けた
いと思います。

生涯を通じて
関わっていきたい

千葉 美佐子 m i sako ch i ba

「伝えていくこと」で
社会のお役に立ちたい

日新 火 災 海 上保 険
営 業企 画 部 営 業 支 援グループ 主任

認知症に対する私たちの思い

S T A F F  C O M M E N T   
a b o u t  D E M E N T I A
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東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
は
現
在
、
世
界
37
の
国
・
地
域
で
、
損
害
保
険

事
業
、
生
命
保
険
事
業
、
金
融
・
一
般
事
業
を
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
本
業
を
通
じ
て
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
よ
き
企
業
市
民
と
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
で
は
、
３
つ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
主
要
テ
ー
マ
「
安
心
・

安
全
を
お
届
け
す
る
」「
地
球
を
守
る
」「
人
を
支
え
る
」
に
沿
っ
て
、

社
員
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
地
域
・
社
会
貢
献
活
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。「
人
を
支
え
る
」を
テ
ー
マ
と
し
た
地
域
・
社
会
貢
献
活
動
で
は
、

青
少
年
育
成
や
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
が
ん
患
者
支
援
な
ど
に
国
内
外

の
グ
ル
ー
プ
社
員
が
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
内
で
は
社
員
が
当
た
り
前
に
地
域
・
社
会
貢
献
活
動
に
取

り
組
む
企
業
文
化
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
内
グ
ル
ー
プ
社
員

の
地
域
・
社
会
貢
献
活
動
参
加
率
を
１
０
０
％
以
上
に
す
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携
・
協
働
の
も
と
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の

事
業
・
地
域
特
性
・
強
み
な
ど
を
い
か
し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

人を支える

3.

世
界
各
地
の
社
員
が
、

主
体
的
に
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

グ
ル
ー
プ
各
社
の
地
域
・
社
会
貢
献
活
動

To k i o  M a r i n e  M a n a g e m e n t
（ Au s t r a l a s i a ）

子どもたちのための
2 つの支援活動

「良い会社“Good Company”」を目指す取
り組みとして、TMMA では 2014 年度に 2
つの活動を行いました。メルボルン支店では
2014 年 10 月、がんの子どもたちを支援す
る国家目標に賛同して、「CanTeen National 
Bandanna Day」に参加しました。またシド
ニー支店では、知的障がいを持つ子どもたち
が通う学校（Lucas Gardens School）を 2
度訪問しました。社員が授業の支援を行った
ほか、子どもたちの視線でコミュニケーショ
ンをとることができる装置を購入するための
寄付も行いました。

オーストラリア // 青 少年育成

To k i o  M a r i n e  I n s u r a n c e  
S i n g a p o r e

高齢者施設へ、
クリスマスの贈り物

2014 年 12 月、グループのボランティア 41
名が、高齢者施設の Geylang East Home for 
the Aged を訪問しました。ビュッフェ形式
の夕食や、クリスマスの祝歌やラインダンス、
サンタクロースに扮した社員からのプレゼン
トなどで交流を深めた後、80 名の高齢者と
ともにシンガポール市内のライトアップを巡
るバスツアーを開催しました。参加した高齢
者のほとんどは 5 年前からクリスマスのラ
イトアップを見る機会がなかったため、大変
有意義なイベントとなりました。

シンガポール // 高 齢 者支 援

To k i o  M a r i n e  K i l n

がん患者支援のイベントで
レースに参加

2014 年 10 月 に 開 催 さ れ た、 が ん 患 者
を 支 援 す る イ ベ ン ト「Macmillan Cancer 
Support in 2014」において、会社からの寄
付金に加えて、社員 11 名で構成するチーム
が障がい物レースに参加し、寄付金を募りま
した。雨と泥の中、12 マイルの障がい物レー
スを完走した姿に、4,000 ポンドを超える寄
付金が寄せられました。また、このチームは
パン焼きコンテストにも参加し、がんととも
に暮らす人々に実用面・医療面・精神面・資
金面での支援を行うチャリティ活動のための
寄付も呼びかけました。

英国 // がん患者支 援

S a f e t y  N a t i o n a l  

知的障がい者の
スポーツ大会を支援

知的障がいのあるアスリートが参加する「St. 
Louis Metro Area Special Olympics Spring 
Games」に毎年スポンサーとして参加し、
社員がボランティアを行っています。
今年も社員が終日、各アスリートのパート
ナーとして一対一で付き添い、競技会場への
エスコート、競技の応援、授賞式への同行な
どをサポートしました。

米 国 // 障がい 者支 援

東京海上日動あんしん生命保険

がん患者さんを応援する
「タオル帽子」の寄贈

抗がん剤治療を受けるがん患者さんへ「タオ
ル帽子」を贈っている盛岡市の市民団体「岩
手ホスピスの会」の活動に賛同し、2009 年
度より製作協力を行っています。毎年、一針
一針思いを込めて 1,000 個以上のタオル帽
子を作り、同会を通じて全国のがん診療連携
拠点病院へお届けしてきました。6 年目とな
る 2014 年度は、過去最多となる 1,300 個
のタオル帽子を製作、寄贈することができま
した。

日本 // がん患者支 援

東京海上日動システムズ

ハンディキャップの
疑似体験講座を開催

「社会にやさしいシステムズでいたい」をス
ローガンに、社員の誰もが自然にハンディ
キャップをお持ちの方々のサポートができる
よう、ハンディキャップを疑似体験する社内
講座を 2012 年度から 5 回開催しています。
2013 年 7 月に開催した「車椅子編」には
16 名の社員が参加。ハンディキャップをお
持ちの方の講話の後、車椅子の操作方法を学
び、実際に車椅子乗車と介助の体験を行いま
した。2014 年度は「点字編」に 23 名、「視
覚編」に 18 名が参加しました。

日本 // 障がい 者支 援

東京海上日動メディカルサービス

スポーツを通じた
知的障がい者との交流

知的障がいのあるアスリートと企業・団体・
一般のランナーがチームを組んでレースに参
加し、親睦を深めるイベント「スペシャル
オリンピックス日本・東京創立 20 周年記念 
第 12 回チャリティウォーク＆ランフェス
ティバル 2014」。このレースに 3 チーム 12
名、またボランティアとして 5 名の社員が
参加しました。ボランティアでは、レース時
のサポートのほか、看護師である 3 名が自
転車でコースを巡回して参加者を見守りまし
た。また、AED の貸し出しも行いました。

日本 // 障がい 者支 援

東京海上ミレア少額 短期保険
東京海上ウエスト少額 短期保険

遺児への理解を
深めるウォーキングに参加

あしなが育英会の「あしなが P ウォーク
10」は、約 10km の道のりを歩き、遺児が
抱える問題について考えるイベントです。
2014 年 11 月に開催された「鎌倉コース」に、
2 社から 26 名の社員とその家族が参加し、
遺児への理解を深めました。
※東京海上日動でも、明治安田生命との
CSR 共同取り組みとして「あしながチャ
リティー＆ウォーク」を実施しています。
2014 年度は延べ 1,714 名の社員とその家
族が参加しました。

日本 // 青 少年育成

東京海上ビジネスサポート
東京海上アセットマネジメント

「チャイルドラインカード」
の封入作業ボランティア

「チャイルドライン」とは、18 歳までの子ど
もの悩みや話したいことに耳を傾ける専用電
話です。42 都道府県で 72 の団体が活動を
しており（2014 年 11 月現在）、特定非営利
活動法人チャイルドライン支援センターが各
地の団体を支援しています。このチャイルド
ラインの電話番号が書かれたカードを、宮城
県内の小・中学校へ送付するための封入作業
ボランティアを 2 社が実施。東京海上ビジ
ネスサポートでは 2014 年 10 月に 64 名が、
東京海上アセットマネジメントでは 11 月に
80 名が参加しました。

日本 // 青 少年育成
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一
人
ひ
と
り
が
信
頼
を
積
み
重
ね
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
に

価
値
を
提
供
し
続
け
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
は
２
月
の
豪
雪
、
８
月
の
集
中
豪
雨
、
相
次
ぐ
台
風
の
上
陸
な
ど
、
例
年
に
も
増
し
て
日
本
各
地
で

大
き
な
自
然
災
害
が
発
生
し
、
改
め
て
私
ど
も
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
の
社
会
的
使
命
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
を
経
た
今
な
お
被
災
地
の
方
々
の
切
実
な
声
に
接
し
、
「
絶
対
に
忘
れ
な
い
、
そ
し

て
、
小
さ
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
続
け
る
」
と
の
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
３
月
に
は
、
仙
台
で
国
連
防
災
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
東
京
海
上
グ
ル
ー
プ
は
産
学
連
携

に
よ
る
地
震
・
津
波
リ
ス
ク
研
究
成
果
や
災
害
対
策
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
発
信
し
ま
し
た
。
政

府
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
防
災
エ
キ
ス
パ
ー
ト
な
ど
と
の
ナ
レ
ッ
ジ
共
有
や
対
話
を
通
じ
て
、
世
界
の
人
々
の
防
災
に
向
け
た

不
断
の
努
力
と
、
企
業
に
対
す
る
強
い
期
待
、
保
険
の
役
割
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

世
界
は
、
大
規
模
自
然
災
害
の
頻
発
や
人
口
動
態
変
化
、
自
動
運
転
車
や
人
工
知
能
な
ど
の
技
術
革
新
な

ど
、
今
ま
で
に
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
を
続
け
て
お
り
、
現
状
の
延
長
線
上
で
は
物
事
が
考
え
ら
れ
な
い
時
代

が
到
来
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
弊
社
で
は
今
年
４
月
に
新
中
期
経
営
計
画
「
T
o 

B
e 

a 

G
o
o
d 

C
o
m
p
a
n
y 

2
0
1
7
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
「
お
客
様
や
地
域
社
会
の
“
い
ざ
”
と
い
う
と
き
に

お
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
、
創
業
以
来
１
３
６
年
間
私
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
共
通
の
基
軸
の
も
と
、
4
万
人

の
グ
ル
ー
プ
社
員
全
員
が
、
中
長
期
的
な
環
境
変
化
を
見
据
え
、
変
革
に
挑
戦
し
、
お
客
様
と
社
会
に
寄
り
添
い
、

信
頼
・
支
持
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
初
め
て
真
の
「
良
い
会
社 

“
G
o
o
d 
C
o
m
p
a
n
y
”
」
が
実
現
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

保
険
と
い
う
目
に
見
え
な
い
商
品
を
扱
う
私
た
ち
に
は
、
「
人
」
と
そ
の
人
が
築
き
上
げ
る
「
信
頼
」
こ
そ
が
す

べ
て
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
国
内
外
で
働
く
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
社
員
が
活
躍
す
る
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
進

ん
だ
グ
ル
ー
プ
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
と
の
信
頼
関
係
を
原
点
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
未
来
に
向
け

て
、
と
も
に
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

2 0 15年6月
東京海上ホールディングス株式会社
取締役社長

2014 年 11 月、東京都葛飾区立東水元小学校での
「ぼうさい授業」（P.8）で講師役を務めました。
子どもたちの真剣なまなざしが印象的でした。

防災クリアファイル
トップメッセージ

T O P  M E S S A G E  

1 81 9

※防災クリアファイルは 紙媒体のみの 付録となりま す。

いざという時の備えを
クリアファイルにまとめました

東京海上ホールディングスサイト CSRページのご案内

ht tp : / /w w w.tok iomar inehd .com /csr /

地震を感じた時の行動と、家族で話し合っておきたい

ポイントをクリアファイルにまとめ、

小学校などでの「ぼうさい授業」（P.8）で児童生徒の皆さんにお配りしています。

このたび、本CSRブックレットの付録として同封しました。

ぜひ、ご活用ください。

本 CSR ブックレットは、タブレットなどで動画や音声をお楽しみいただける
リッチコンテンツ版も発行しています。また、「サステナビリティレポート」
には、より詳しい情報・データや各ステークホルダーに対する取り組み
などを掲載しています。ぜひ、アクセスしてご覧ください。

東京海上HD　CSR 検索
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